
 

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

改善方策

10月 2 月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

国語科・算数科・理科の単元末テスト結果
（各学期）

各学期各教科
　知識・技能　平均85点以
上
　思考・判断・表現
　　　　　　　　　平均70点以
上

知識・技能
国語 86.3
算数 87.1
理科 90.5

思考・判断・
表現

国語 89.4
算数 78.0
理科 76.8

100% A

どの項目においても、目標値を達
成している。基礎的な知識は身に
ついてきていると判断できる。し
かし、一般的なテストとなると、目
標値が達成できていない。
傾向として、①問題の中から情報
を取り出すことが苦手②論理的な
記述や思考が苦手である。

基礎的な力をつけていくとりくみ（計算
カード、音読等）は継続して行う。
問題の中から情報を取り出す力をつ
けるために、問題文の長いもの等い
ろいろなパターンの問題を解く。論理
的思考力を伸ばすために、上位語-
下位語のプリント等にとりくむ。新聞
記事を活用して自分の考えを論理的
に表現する学習にもとりくむ。

年間読書冊数
　１・２年生50冊、３年生40冊、４・５・６年生30冊
月間読書冊数
　全児童１冊以上

達成した児童の割合
　　　80％以上
達成した児童の割合
　　  95％以上

92%

78%
91%

B

年間目標冊数は、達成することができ
た。昨年度に比べ8ポイント増えてい
る。新刊や教師のおすすめ本コーナー
を設置し環境を整えたことで、図書室に
借りに来る児童が多くなったのではな
いかと考えられる。
月間読書冊数は、目標の数値を達成
できなかった。長期休み（８月）に借り
換えができなかった児童や読む月と読
まない月がある児童がいる。

2・3学期に教師による読み語りを実施
し、児童に本の紹介を行い、読書意
欲の向上を図る。
司書と司書教諭、子ども司書、委員
会が連携して、本の紹介やイベントの
企画、図書館環境づくりを行う。
６年生が中心となり、他教科と関連さ
せながら図書館環境づくりを進めてい
く。

教職員アンケートによる評価
　「ゴールイメージから授業が構成できている」
　「明確な目的を持った学び合いが設定できている」
　「学びに応じたふり返りが実施できている」
　「課題解決のツールとしてICTが活用できている」

各項目肯定的評価
　　　80％以上

100%
66.7%
66.7%
44.4%

81% B

その時間の終わった時の姿がイ
メージできているということは、身
につけさせたい力を明確にするこ
とができていると言うことである。
そのための具体策として、他の3
項目があるが、この部分が達成
できていない。授業改善が進んで
いないと考えられる。また、教職
員のICTスキルもついてきていな
いと考えられる。

具体的な授業改善が進むように、授
業研究を中心に授業づくりについてさ
らに研修を重ねる。特に、「深い学び」
についての理解深化をめざし、研修を
仕組む。
ICTを使わざるを得ない場面を設定
し、OJTとOFF-JTのバランスを図りな
がら、教職員のスキルアップを目指
す。

児童アンケートによる評価
　「『学び合い』の場面では、自分の考えを友だちと伝え
　合うことができている」
　「『ふり返り』の場面では、授業の初めより自分の考え
　が深まっている」
　「課題を解決するためにICTを活用している」

各項目肯定的評価
　　　80%以上

88%
82%
69%

95% B

学び合いやふりかえり等、授業で
培ってきたことについては、子ど
もたちも自信を持ってとりくんでい
るといえる。
ICTスキルについては、個人差も
あり、なかなか全員が使い切って
いると自信を持てないと考えられ
る。

子どもたちに自信をもたせ、理解と思考
が深められるよう、これまでやってきた課
題解決学習・学びあい・ふりかえり等を継
続する。子どもたちには肯定的な評価を
行っていく。
ICTスキルについては、基本的なスキル
が身につくよう、校内の情報教育推進計
画を見直すとともに、授業等で利用・活用
をすすめる。学習場面のアウトプットでも
ICTが活用できるよう、学習を仕組む。

豊
か
な
心
の
育
成

自他を愛し共
感する力、思
いやりの心、
協力し合う態
度を育てる。

自分や自分を取り巻く人・
環境を愛し共感する力、
思いやりの心、協力し合
う態度を育てる。

児童アンケートによる評価
　「自分や自分のふるさとには、よいところがある」
　「自分の周りの人や環境に感謝している」

各項目肯定的評価
　　　80%以上

94%
94%

100% A

大幅に目標値を超えることが
できた。広島空港見学や水
辺教室など地域人材を活用
した学習を進めたことが要因
だと考えられる。

積極的に地域人材を活用した学
習を進められるように準備してい
く。また、事後学習として、振り返
りやお礼の手紙を書く活動を設
定することによって、地域学習を
通して自分の学びが何だったの
かを再認識し、郷土への愛情を
もつことにつながるように支援し
ていく。

〇

地域の魅力
を実感する
ことができ、
大きな効果
が出ている
と思いま
す。

健
や
か
な
体
の
育
成

生涯にわたる
健康に対する
高い意識を育
て、体力の向
上を図る。

「体を動かすことが楽し
い」「やれば伸びる」と感
じ、体力を向上させようと
主体的に取り組む態度を
育てる。

児童アンケートによる評価
　「週３日以上、運動場や中庭で遊んでいる」
　「なわとびで、跳ぶ回数やできる技が増えている」

各項目肯定的評価
　　　80%以上

71%
61%

83% B

外遊び・なわとびとも目標の数値
に達しなかった。季節的に暑さが
厳しく外での運動ができにくかっ
たことが影響したこと、また、外遊
びやなわとびに苦手意識をもって
いる児童がいることなどが考えら
れる。

担任による声掛けを徹底して行
う。また、体育の授業の充実を
図ったり、児童の委員会活動を
活用して子ども主体で全校に働
きかける取組を行ったりすること
を通して、体を動かす楽しさや達
成感を味わわせていく。

〇

暑さが厳しい
中体力づくり
には難しさが
あると感じま
す。暑さ対策
をしながら体
力の向上が
図れる取組を
今後も期待し
ます。

地域・保護者が有する教
育力との連携を図り、地
域に開かれた教育課程を
実現する。

学校だよりの発行と配付　月１回以上
コミュニティ・スクール導入準備会　学期１回以上

　100％達成
100%
100%

100% A

・学校だよりを月1回以上発行し、
地域・保護者へ積極的に情報発
信を行った。
・コミュニティ・スクール導入に向
け、2回の準備会を開催した。

・引き続き、学校だよりを月1回以上発
行し、積極的な情報発信を行い、地
域に開かれた教育課程の実現に努
める。
・来年度からのコミュニティ・スクール
導入に向け、準備会を進めていく。

教職員が健康で生き生き
とやりがいをもって勤務で
きる環境づくりを推進す
る。

市「学校における働き方取組方針」の「勤務上限目安時間」
　時間外勤務時間月４５ｈ以内

　100％達成 83% 83% B

・毎週水曜日の15時下校、学期
末の成績処理日の設定により、
教材研究や事務処理の時間の確
保を行った。業務量が減少できて
いないこと、業務内容に偏りがあ
ること等が考えられる。

・水曜日の定時退校日の完全実施や
学期末の成績処理時間の確保に引
き続き努めるとともに業務の取り組み
方の見直しを引き続き行っていく。月
の途中で職員全体の勤務時間を確
認し声かけ等を行っていく。

風通しの良い
職場集団が子
どもの学び合
いにつながっ
ていると感じま
す。
小さな業務改
善を積み上げ
ていきライフ
ワークバランス
の実現に向
かってくださ
い。

・業務改善の継続的実施
　①成績処理日の設定
　②教材研究時間の確保

業
務
改
善

働
き
方
改
革

新たな教育課
題等に適切に
対応できる学
校体制を構築
し，教育の質
の向上を図
る。

・コミュニティ・スクールの導入推進
　①積極的な情報発信
　②導入準備会の開催

〇

c　中期経営目標

自己評価

令和6年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　） 学校名 　三原市立本郷西小学校 校番（　１８　）

ｆ　評価項目・指標 ｇ　目標値

学校関係者評価

児童の課題
を適切に把
握し、具体
的な手立て
を設定して
います。
基礎的な内
容の定着と
論理的思考
力の向上を
通して更に
子どもの力
が伸びるこ
とを期待し
ています。
職員集団に
よる図書室
教育の積極
的推進が図
書室や壁画
で感じられ
ます。今後
は児童主体
の学びの読
書につなが
ることを期
待します。

〇

ｉ
達成度

m
コメント

評価計画

ａ　学校教育目標
自らの夢に向かって考え、行動できる子供の育成

－自ら伸びる　ともに伸びる－

【ミッション】（自校の使命）　　自ら考え、ともに考え、行動できる子供の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　　　　　　「自ら伸びる　ともに伸びる」主体的な学び合いの姿がある学校
  　　　　　　　  ・確かな基礎学力をもとに、主体的・対話的で深い学びをめざす子供の姿がある学校
　 　　　　　　　 ・誇りとやりがいをもち、児童・保護者・地域と共に主体的に学び高まり合おうとする教職員の姿がある学校
  　　　　　      ・学校の取組を理解し、夢や志をもち安心して生活する子供の姿を応援する保護者・地域の姿がある学校

ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策

・体力向上PDCAサイクルの推進
　①外遊びの奨励
　②「なわとび」の推進

ｋ
結果と課題の分析

n
改善方策

l   評 価

・カリキュラム・マネジメントをベース
とした地域学習の積極的推進
　①地域の教材化
　②地域人材活用の推進

ｊ
評価

語彙力・認知能力の向上
を図り、基礎学力の定着
をめざす。

確
か
な
学
力

基礎学力を定
着させ、主体
的・対話的で
深い学びを進
める力の育成
を図る。

・少人数指導の推進と基礎・基本の
反復練習の徹底（効果的な帯タイ
ムの計画・実施）
　①文法・ことば・聞き取り問題等
　　の実施
　②認知機能トレーニングの実施

主体的・対話的で深い学
びを実現し、「学び続け
る」ためのコンピテンシー
（知識・情報、思考力、表
現力、主体性）を育成す
る。

・「問いの設定・探究・解決」の場と
「学びのふり返り」がある授業づくり
の推進
　①ゴールイメージからの
　　単元・授業構成
　②「指導と評価の一体化」
　　「メタ認知向上」をめざした
　　ふり返りの工夫と実施
　③課題解決のツールとしての
　　ICT活用

・図書館教育の積極的推進
　①読み語り等の多様な読書
　　活動の展開
　②「読みたくなる」環境づくり

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ
達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できてい

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


